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１学期も残すところ３週間になりました

先週の金曜日まで１学期の期末テストが行われました。各
学年とも十分な準備をし期末テストに臨むことができたでし
ょうか？１年生にとっては初めての期末テストだったのでと
ても緊張したと思います。期末テストはこの１学期間に学習
したことについてどれだけ知識等が定着しているかを見るた
めに行っています。当然のことですが、各教科の成績はこの
期末テストだけで決まるものではありません。普段の授業の
様子や提出物、単元ごとの確認テストや豆テストなど全てを
総合して１学期の成績として評価します。まずは授業を大切
にし、単元ごとの確認テストで学習の成果を確かめ、家庭学
習に、テスト勉強に取り組んでいただきたいと思います。

３年生「修学旅行」２年生「東京班別学習」が無事
終了しました

３年生は６月１３日(月)から１５日(水)の２泊３日で奈良
・京都方面への修学旅行を実施しました。１３日の朝、安中
を出発する時にはあいにくの雨でしたが、奈良で班別学習を
始める頃には雨も上がり、その後は予定通りの学習を行うこ
とができました。奈良・京都方面は全国からの修学旅行がピ
ークを迎えており、どこに行っても学生がたくさん活動して
いました。それに加え、東南アジアからの観光客も多く、有
名寺院等はどこも大変な賑わいでした。２年生は１４日(火)
に東京班別学習を行いました。天候にも恵まれ、無事に予定
していた学習を行うことができました。グループ学習では、
３年生も２年生もしっかり協力し、安全に計画的に活動を行
いました。普段学校では学習できない、いろいろなことを修
学旅行や東京班別学習で学んでくれたと思います。学んだこ
とをこれからの学校生活や自分の生活に少しでも活かしてい
ってもらいたいと思います。保護者の皆様には、お忙しい中
生徒の送迎では大変お世話になりました。

１年生は安中総合学園高校の出前講座を体験

６月１４日(火)に１年生は学年行事として、安中総合学園
高校の生徒を講師として「ダンス」「和太鼓」「タグラグビー」
の体験学習を行いました。大人や先生が教えるのとは違い、
年齢的にも近い高校生が教えてくれるということもあり、と
ても関心が高く、楽しそうに
活動することができました。
全国的にも活躍しているダン
ス部の演技や迫力のある和太
鼓の模範演奏には目を輝かせ
ていました。今後も安中総合
学園とは、３年生の音楽（和
太鼓）や来年３月のふれあい
コンサートでもコラボを予定
しています。

春季県大会の結果(中体連関係)

○陸上競技大会
共通男子１５００ｍ 第４位 多胡 雅貴
共通男子４００ｍ 第８位 長橋 良尚
１年男子１００ｍ 第７位 樋口 尚輝
３年女子１００ｍ 第８位 佐藤 紗衣

○ソフトテニス
男子 団体 優勝

個人 優勝 儘田 雄士・須藤 大喬組
第５位 佐藤 智仁・山中 慎也組
ベスト 16 小板橋 優作・笹原 悠羽組
２回戦敗退 山中 太希・高橋 拓真組

女子 団体 ２回戦敗退 （対赤堀中 １－２）
個人 第５位 佐藤 凜花・中澤 亜優組

３回戦敗退 川合 梨々香・田村 莉奈組
１回戦敗退 青栁 安奈・小見 乃杏組

○ソフトボール 女子 準優勝

○サッカー ２回戦敗退 （対板倉中 ＰＫ５－６）

○バレーボール 男子 １回戦敗退 （対玉村南中 ０－２）

○卓球
男子 団体 １回戦敗退 （対伊勢崎第一 ２－３）

個人 １回戦敗退 大手 一弘
同 上 塚本 悠人
同 上 加藤 樹

全校集会で「誰にでもできる人権に関わる活動」に
ついて話しました

みなさんが生まれた時に、親は、まず「健康で育ってほし
い」そしてこの先「他人に迷惑をかけないで生活して欲しい」
という願いを抱いたと思います。私も自分の子どもが生まれ
た時そう思いました。
何事も身体が基本なので、健康であることはとても大切な

ことです。
他人に迷惑をかけないというと、人を傷つけない、騙さな

い等が思いつきます。中学校生活でいえば、授業の進行を妨
害する、悪口を言う、バカにする、仲間はずれにする。直接
は言わなくても「ライン」などに嫌な書き込みや写真をアッ
プする等も当てはまると思います。このようなことは、軽い
気持ちで知らず知らずのうちにしてしまうことがあるのでは
ないでしょうか。この軽い気持ちが、大きなトラブルになり、
人権問題にまで発展してしまうことがたびたびあります。ぜ
ひ、今までの自分の生活を見直してもらいたいと思います。
他人に迷惑をかけないということには、周囲の人と協力し

て生活していってもらいたいという気持ちも含まれていると
思います。
学校生活でいえば…
クラスの友達と部活動の仲間と協力して学校生活を送るこ

とや困っている人がいれば、助けてあげられたり、声をかけ
てあげられたりすることだと思います。そんなに難しいこと
ではありません。今朝も生徒会を中心にクリーン活動をやっ
てくれましたがまさにそれらの活動がそれに当てはまると思
います。
人権というと何か難しいことをしなければならないと思う

人がいるかもしれませんが、そんな複雑なことではないと思
います。一人一人が認められ、大切にされ、気持ちよく生活
が送れれば、この集団の人権は守られているのではないでし
ょうか。
誰にでも平等に接することができる。気遣いができる。人

の気持ちを考えることができる。そのような人が一人でも増
えていけばありがたいと思っています。
そして、自分が周囲の人へ、そのように接することができ

れば、周囲の人もきっとあなたにそうしてくれます。
一人一人が自分にできることを考え、そして、まずできる

ことから取り組んでいきましょう。 （内容抜粋で掲載）

情報管理にご注意下さい。

この紙面における［個人情報］については、個人情報保護の観点から、お取
り扱いには十分ご注意下さい。
なお、情報管理についてご要望等ございましたら、学校までお知らせ下さい。

（安中市立第二中学校 ＴＥＬ：３８５－７８５７）


